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（公財）石川県国際交流協会　今井　武、石津　みなと

「外国人コミュニティーリーダー研修」
外国人住民の地域づくりへの参画をめざして

研修実施の背景と目的
石川県では、これまで県内各自治体の担当者と協力し

ながら、主に地域日本語教室とそこで日本語を教える日
本語教師、日本語サポーターを対象とした支援、事業を
行ってきました。

しかし、地域日本語教室の活動が、日本語教育だけで
なく、地域参加、地域づくりへと広がるにつれて、当事
者である外国人住民自身にも地域づくりに積極的に関
わってもらい、地域や地域に住む外国人住民への情報発
信などの役割を果たしてもらえないかと考え、この研修
を企画しました。

研修実施自治体の状況
2021 年度は、加賀地域は能美市、能登地域は中能登

町と、２つの会場で研修を実施しました。
能美市は 1,202 人（2021 年末）の外国人住民が暮

らし、県内で外国人住民の対人口比率が一番高い自治体
です。留学生とその家族、技能実習生、特定技能の人が
多く暮らしています。能美市国際交流協会が、市と連携
しながら５つの日本語教室（含むオンラインクラス）を

運営するなど、前身の団体から 20 年にわたり、活発に
活動してきました。

一方、中能登町は、外国人住民数は 163人（2021年
末）と比較的少なく、繊維産業、食品加工業の技能実習
生がその中心です。日本語教室も 2019 年に立ち上がっ
たばかりですが、町の全面的なバックアップを受けて、
町民の日本語サポーターが意欲的に活動に取り組んでい
ます。
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研修の最後には、能美市、中能登町２つの市町の外国人リー
ダー、サポーターが集まり、意見交換会を実施

能美市にある北陸先端科学技術大学院大学内で実施されてい
る日本語教室に見学参加

中能登町役場を訪問し、外国人リーダーには、あえて窓口で
母語で質問をしてもらい、窓口の職員の方と互いに対応の練
習を行いました
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研修の成果
日本語教室に関連した「研修」はこれまでは、日本語

教育に関するものが多く、今回のように、生活に必要な
知識や経験にフォーカスし、しかも外国人住民に主体的
な参加を期待した研修は、実施する側にとっても初めて
で、参加者からどのような反応が返ってくるかわかりま
せんでした。

それぞれに仕事や学業がある外国人住民に参加しても
らうのは大変でしたが、皆さん非常に前向きに積極的に
参加してくれました。

特に外国人住民に関係ある法律や制度の講義は知らな
いことが多く、とても役立ったようです。また、外国人
防災士を目指す人が生まれたり、外国ルーツの子どもた
ちに自分の経験を話したいという申し出があったり、今
後の実際の活動にも結び付きました。

そして、国や背景の違う外国人住民同士が協力する下
地ができたのも成果でした。

一方で、「リーダー」といっても外国人住民だけで活
動するのは難しく、日本人住民の協力は常に必要だとい
う意見もありました。

石川県では、2022 年度も「外国人コミュニティー 
リーダー研修」を実施する予定です。特に複数の市町の
外国人住民が知り合い、協力していける場を提供できれ
ばと考えています。

研修では、外国人住民でリーダー的な役割を果たして
いる人が、新しく来日した人から聞かれるであろう質問

 研修の内容 や、日本での中長期の滞在・生活に必要とされる基本的
な知識や能力を取り上げました。内容については、研修
を実施する自治体、国際交流協会、日本語教室とも相談
し、講師を選び依頼しました。
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回 テーマ 内　容

１ 市役所ってどんなところ？ 市役所にどんな課や窓口があり、市民にどのようなサービスを提供して
いるかを実際に窓口の担当者とのやりとりを通し学んだ

２ 防災に必要なことを考えよう 外国人住民の防災意識を高める活動や、外国人防災士の活動、防災グッ
ズの紹介を行った

３ 日本の学校ってどんなところ？ 実際に学校の授業を見学したり、日本の教育制度や学校文化、就学の重
要性について学んだ

４ 行政書士にどんなことが相談できますか？ 行政書士の役割や、滞在資格、相続制度、税金についての基礎的な知識
を学び、質疑応答も行った

５ QOL を高めよう 社会福祉協議会で、子育てや病気、年を取ったときなどに受けられる生
活のサポートについて学んだ

６ 市内にネットワークを築こう コミュニティ・オーガナイジングの手法を通して、地域で自分のことを
知ってもらい、相手のことを理解する手法を学んだ

７ 地域日本語教室ってどんなところ？ 北陸先端科学技術大学院大学と能美市国際交流協会が協力して実施して
いる教室を見学した

８ 意見交換会 市国際交流協会職員の司会で、研修で感じたことや、能美市の生活で感
じることを話し合い、発表した

※上記は能美市の例。中能登町は全５回で実施。

研修終了後には、外国人コミュニティーリーダーに修了証が
手渡されました（能美市）


